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学学
問問
とと
しし
てて
のの
保保
育育
学学
のの

地地
位位
をを
高高
めめ
るる

日日
本本
保保
育育
学学
会会
会会
長長

汐汐

見見

稔稔

幸幸

保
育
学
は
今
、
め
ざ
ま
し
い

進
歩
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

日
本
保
育
学
会
が
出
立
し
た

の
は
戦
後
す
ぐ
の
昭
和
二
十
三

年
で
し
た
。
そ
の
と
き
の
学
会

の
学
問
状
況
を
津
守
真
第
五
代

会
長
は
、
当
時
「
保
育
学
は
学

問
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

事
実
そ
う
だ
っ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
幼
稚
園
に
通
っ
て
い

た
子
ど
も
が
ま
だ
全
体
の
一
割

程
度
で
、
お
寺
の
一
角
や
粗
末

な
民
家
で
始
ま
っ
た
保
育
所
が

多
い
時
代
に
、
そ
こ
で
必
死
で

模
索
し
な
が
ら
行
わ
れ
て
い
た

営
み
に
つ
い
て
の
言
説
が
、
学

問
と
し
て
自
立
し
た
も
の
で
あ

る
と
言
え
る
よ
う
な
状
況
に
は

と
て
も
な
っ
て
い
な
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
そ
の
後
保
育
研
究

者
も
実
践
者
も
保
育
学
の
学
問

と
し
て
の
権
威
と
性
格
を
高
め

る
た
め
に
懸
命
の
努
力
を
し
、

そ
の
努
力
を
論
文
と
し
て
ま
と

め
る
と
、
会
員
数
も
飛
躍
的
に

増
え
て
い
き
ま
し
た
。

津
守
先
生
が
学
会
長
に
な
ら

れ
た
の
は
平
成
十
二
年
で
し
た

が
、
そ
の
と
き
先
生
は
、
学
会

が
で
き
て
か
ら
五
十
年
以
上
子

ど
も
た
ち
と
格
闘
し
つ
つ
研
究

を
重
ね
て
、
今
や
「
保
育
学
は

学
問
と
な
る
こ
と
を
確
信
す
る

に
至
っ
た
」
と
書
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

こ
の
文
言
に
触
れ
る
ご
と
、

私
は
戦
後
五
十
年
、
あ
る
い
は

七
十
年
の
間
の
先
人
た
ち
、
同

僚
た
ち
の
努
力
に
頭
が
下
が
り

ま
す
。
津
守
先
生
は
さ
り
げ
な

く
「
学
問
に
な
る
こ
と
」
と
書

か
れ
て
い
ま
す
が
、
予
測
で
き

な
い
子
ど
も
の
動
き
や
反
応
を

意
味
づ
け
た
り
、
そ
れ
を
反
省

し
た
り
す
る
こ
と
を
基
礎
に
し

て
、
保
育
と
い
う
営
み
を
科
学

的
・
理
論
的
に
整
理
す
る
訳
で

す
か
ら
、
た
い
へ
ん
な
困
難
が

伴
う
の
で
す
。

し
か
し
そ
れ
が
次
第
に
成
果

を
上
げ
、
蓄
積
さ
れ
て
き
て
、

保
育
学
が
学
問
と
い
え
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
、
今
後
も
っ
と

学
問
と
し
て
発
展
す
る
だ
ろ

う
、
そ
う
確
信
し
た
と
津
守
先

生
は
言
い
ま
す
。
こ
の
前
進
の

意
味
を
私
は
深
く
か
み
し
め
た

い
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
欧
米
各
国
、
そ
し
て

東
ア
ジ
ア
諸
国
は
、
共
通
に
国

の
保
育
の
政
策
上
の
位
置
づ
け

を
大
き
く
変
え
、
保
育
重
視
策

と
も
い
え
る
施
策
を
具
体
化
し

は
じ
め
て
い
ま
す
。
そ
の
背
後

に
は
、
社
会
の
抱
え
る
大
き
な

課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
各

国
民
の
知
的
・
教
養
的
水
準
を

積
極
的
に
高
め
る
必
要
が
生
じ

て
き
て
い
る
こ
と
と
、
子
ど
も

が
育
っ
て
い
く
土
壌
と
な
る
生

活
が
社
会
・
文
化
の
変
容
で
大

き
く
変
化
し
て
き
た
た
め
、
生

活
の
中
で
の
育
ち
に
懸
念
が
出

て
き
て
い
て
、
社
会
の
力
に
よ

る
意
識
的
な
育
て
を
よ
り
早
期

か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
現
実

が
あ
り
ま
す
。

二
十
一
世
紀
の
中
盤
を
迎
え

る
時
期
に
な
っ
て
、
子
ど
も
を

育
て
る
社
会
の
シ
ス
テ
ム
を
大

き
く
変
え
る
必
要
が
生
じ
て
き

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
や
が
て

義
務
教
育
を
三
歳
か
ら
、
あ
る

い
は
ゼ
ロ
歳
か
ら
始
め
な
い

と
、
期
待
す
る
人
材
が
育
た
な

い
と
い
う
時
代
が
く
る
可
能
性

も
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
動
き
は
、
保
育
学

に
新
た
な
試
練
を
与
え
て
い
ま

す
。
教
育
学
が
、
新
し
い
近
代

国
家
づ
く
り
の
人
材
養
成
部
門

を
担
う
た
め
に
学
問
と
し
て
急

速
に
発
展
し
た
の
に
対
応
す
る

か
の
よ
う
に
、
保
育
学
も
二
十

一
世
紀
の
人
材
養
成
部
門
を
担

う
自
覚
を
も
っ
て
、
よ
り
学
問

と
し
て
性
格
を
高
め
、
社
会
的

機
能
を
向
上
さ
せ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
す
。

教
育
学
に
は
教
育
心
理
学
や

教
育
方
法
学
だ
け
で
な
く
、
教

育
哲
学
、
教
育
制
度
学
、
教
育

行
政
学
、
教
育
社
会
学
、
教
育

生
理
学
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
学
問

と
し
て
自
立
し
て
成
立
し
機
能

し
て
い
ま
す
が
、
同
じ
よ
う
に

保
育
学
も
保
育
哲
学
、
保
育
制

度
学
、
保
育
行
政
学
、
保
育
社

会
学
な
ど
を
成
立
さ
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
で
す
。

こ
う
し
た
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
学

会
と
し
て
応
え
て
い
く
た
め

に
、
私
は
さ
し
あ
た
り
、
幼
い

子
ど
も
の
育
て
、
育
ち
に
か
か

わ
る
関
連
学
問
と
の
積
極
的
な

交
流
・
協
働
を
進
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
脳
科

学
は
今
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
の

行
動
を
よ
り
合
理
的
に
説
明
し

始
め
て
い
ま
す
が
、
こ
の
機
運

を
生
か
し
て
、
脳
科
学
者
た
ち

と
、
幼
い
子
の
行
動
や
育
ち
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
と
い
う
点

で
積
極
的
に
交
流
・
協
働
し
て

い
く
こ
と
で
、
相
互
に
刺
激
を

与
え
う
る
関
係
と
交
流
が
可
能

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
実
際
の
保
育
場
面
で

の
子
ど
も
や
保
育
者
の
行
動
の

分
析
は
、
こ
れ
ま
で
心
理
学
を

方
法
と
し
て
行
う
こ
と
が
多

か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
こ
に
社

会
学
者
の
参
入
を
促
す
こ
と

で
、
保
育
の
社
会
学
の
展
開
が

可
能
性
と
し
て
浮
か
ん
で
き
ま

す
。こ

れ
は
一
例
で
す
が
、
こ
の

よ
う
な
形
で
関
連
学
問
と
の
積

極
的
な
交
流
・
協
働
を
さ
し
あ

た
り
の
私
の
仕
事
と
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
白
梅
学
園
大
学
・

白
梅
学
園
短
期
大
学
学
長
）
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昭
和
二
十
二
年
に
制
定
さ
れ

た
児
童
福
祉
法
の
大
幅
な
改
正

が
、
去
る
五
月
二
十
七
日
に
国

会
で
成
立
し
、
六
月
三
日
に
公

布
さ
れ
た
。

今
回
の
改
正
の
趣
旨
は
、
公

布
日
に
発
せ
ら
れ
た
厚
生
労
働

省
の
通
知
に
よ
れ
ば
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

「
全
て
の
児
童
が
健
全
に
育

成
さ
れ
る
よ
う
、
児
童
虐
待
に

つ
い
て
発
生
予
防
か
ら
自
立
支

援
ま
で
の
一
連
の
対
策
の
更
な

る
強
化
等
を
図
る
た
め
、
児
童

福
祉
法
の
理
念
を
明
確
化
す
る

と
と
も
に
、
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
の
法
定
化
、
市

町
村
及
び
児
童
相
談
所
の
体
制

の
強
化
、
里
親
委
託
の
推
進
等

の
措
置
を
講
ず
る
。」

改
正
で
は
、
児
童
福
祉
法
の

理
念
が
よ
り
明
確
に
な
り
、
例

え
ば
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
精

神
が
第
一
条
に
謳
わ
れ
て
い
る
。

「
第
一
条

全
て
児
童
は
、

児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
の

精
神
に
の
っ
と
り
、
適
切
に
養

育
さ
れ
る
こ
と
、
そ
の
生
活
を

保
障
さ
れ
る
こ
と
、
愛
さ
れ
、

保
護
さ
れ
る
こ
と
、
そ
の
心
身

の
健
や
か
な
成
長
及
び
発
達
並

び
に
そ
の
自
立
が
図
ら
れ
る
こ

と
そ
の
他
の
福
祉
を
等
し
く
保

障
さ
れ
る
権
利
を
有
す
る
。」

ま
た
、
新
設
さ
れ
た
第
三
条

の
二
で
は
「
国
及
び
地
方
公
共

団
体
は
、
児
童
が
「
家
庭
」
に

お
い
て
心
身
と
も
に
健
や
か
に

養
育
さ
れ
る
よ
う
、
児
童
の
保

護
者
を
支
援
す
る
こ
と
と
す

る
」
と
し
、
さ
ら
に
第
二
項
に

お
い
て
、
家
庭
で
の
養
育
が
困

難
な
場
合
に
お
い
て
も
養
子
縁

組
、
里
親
等
の
「
家
庭
と
同
様

の
養
育
環
境
」
で
育
て
る
と
い

う
「
家
庭
養
護
原
則
」
が
新
た

に
明
記
さ
れ
た
。

施
設
入
所
は
、
こ
れ
が
適
当

で
な
い
場
合
の
み
に
限
定
し
、

小
規
模
グ
ル
ー
プ
ケ
ア
や
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
「
で
き
る
限

り
良
好
な
家
庭
的
環
境
」
の
施

設
に
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て

い
る
。

さ
ら
に
、
児
童
虐
待
の
発
生

予
防
（
母
子
健
康
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
法
定
化
、
妊
娠
期
か

ら
の
支
援
・
情
報
提
供
等
）、
児

童
虐
待
発
生
時
の
迅
速
・
的
確

な
対
応
（
市
町
村
の
要
保
護
児

童
対
策
地
域
協
議
会
の
機
能
強

化
、
児
童
相
談
所
の
拡
大
・
強

化
等
）、被
虐
待
児
童
の
自
立
支

援
（
親
子
関
係
再
構
築
支
援
、

里
親
委
託
の
推
進
、
養
子
縁
組

に
関
す
る
相
談
・
支
援
等
）
な

ど
、
児
童
虐
待
へ
の
対
策
が
さ

ま
ざ
ま
に
法
改
正
さ
れ
た
。

第
一
条
改
正
ほ
か
の
理
念
等

に
関
す
る
こ
と
は
公
布
日
に
、

そ
の
他
の
制
度
等
の
改
正
に
つ

い
て
は
、
平
成
二
十
九
年
度
ま

で
に
随
時
施
行
さ
れ
る
。

新

刊

専

門

書
（
表
示
は
本
体
価
格
〈
税
別
〉）

ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
と
食
品

―
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
含
有
食
品
の

加
工
利
用
特
性
と
機
能
性
―

津
久
井
亜
紀
夫
・
寺
原
典
彦

編
著
A5
196頁
2800円

・
天
然
色
素
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
の
理
解
を
深
め
、
基
礎
的
知
識
・
知
見

が
得
ら
れ
る
入
門
書
。

・
概
要
、
化
学
的
特
性
か
ら
ア
ン
ト
シ
ア
ニ
ン
含
有
食
品
、
加
工
・
貯

蔵
、
生
体
調
節
作
用
に
よ
る
健
康
へ
の
寄
与
な
ど
を
解
説
す
る
。

人
と
食
と
自
然
シ
リ
ー
ズ
5

食

と

心

―
そ
の
関
係
性
を
解
き
明
か
す
―

京
都
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム

監
修

中
井
吉
英
・
本
庄

巌

編
著
A5
184頁
2000円

・
食
は
心
に
、
ま
た
心
は
食
に
相
互
に
作
用
し
て
い
る
。

・
食
に
か
か
わ
る
病
気
と
心
の
関
係
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
と
と
も
に
、

微
量
元
素
や
栄
養
素
が
心
と
深
く
か
か
わ
っ
て
く
る
こ
と
な
ど
、
ど

の
よ
う
に
食
が
心
に
影
響
す
る
か
に
つ
い
て
展
開
す
る
。

食
生
活
か
ら
は
じ
め
る

省
エ
ネ
＆
エ
コ
ラ
イ
フ

―
エ
コ
ロ
ジ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ
の
多
面
的
分
析
―

長
尾
慶
子

監
修

三
神
彩
子

著

B5
184頁
6000円

・
食
と
環
境
問
題
を
体
系
的
に
捉
え
、
持
続
可
能
な
食
生
活
を
送
る
た

め
の
方
策
を
様
々
な
実
験
手
法
を
通
し
て
定
量
的
に
把
握
、
提
案
。

・
食
生
活
に
お
け
る
教
育
の
あ
り
方
、
今
後
の
汎
用
性
を
検
討
す
る
。

ク
ッ
カ
リ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
007

油
の
マ
ジ
ッ
ク

―
お
い
し
さ
を
引
き
出
す
油
の
力
―

日
本
調
理
科
学
会

監
修

島
田
淳
子

著

四六
160頁

＋カラー口絵
2頁
1600円

・
油
そ
の
も
の
に
味
は
な
い
が
、
料
理
に
油
を
利
用
す
る
と
ま
る
で
魔

法
を
か
け
た
よ
う
に
断
然
お
い
し
さ
が
増
す
。

・「
油
と
調
理
と
お
い
し
さ
」
の
不
思
議
な
関
係
を
、
筆
者
の
永
年
の

研
究
か
ら
や
さ
し
く
紐
解
い
て
い
く
。

食

品

表

示

―
食
品
表
示
法
に
基
づ
く

制
度
と
そ
の
実
際
―

日
本
フ
ー
ド

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
協
会

編

田
島

眞
・
池
戸
重
信

共
著
A5
104頁
1500円

・
多
岐
に
わ
た
る
食
品
表
示
の
内
容
を
整
理
す
る
た
め
に
役
立
つ
一
冊
。

・
栄
養
成
分
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
、
機
能
性
食
品
な

ど
、
食
品
表
示
法
に
基
づ
く
制
度
と
、
運
用
の
実
際
を
解
説
す
る
。

栄
養
関
係
法
規
集〔
第
8
版
〕
栄
養
関
係
法
規
集

編
集
委
員
会

編

A5
344頁
2500円

・
管
理
栄
養
士
・
栄
養
士
に
必
要
な
関
連
法
規
を
網
羅
。「
食
品
表
示

法
」
ほ
か
、
2
0
1
6
年
4
月
現
在
ま
で
の
法
令
に
対
応
し
改
版
。

医
療
保
育
セ
ミ
ナ
ー
日
本
医
療
保
育
学
会

編

及
川
郁
子

鈴
木
裕
子

編
集
代
表

B5
224頁
2600円

・
病
院
、
障
害
児
施
設
等
で
子
ど
も
の
保
育
と
支
援
に
あ
た
る
「
医
療

保
育
」
の
概
説
と
実
践
の
書
。

・
現
場
で
役
立
つ
具
体
的
な
実
践
例
、
支
援
技
術
を
詳
説
。
保
育
士
養

成
課
程
の
参
考
書
と
し
て
も
有
用
。

好評発売中

M
icrosoftExcel

ア
ド
イ
ン
ソ
フ
ト

エ
ク
セ
ル
栄
養
君ⓇV

er.8

制
作
・
著
作

吉
村
幸
雄

本
体
価
格
2
4
0
0
0
円

「
日
本
食
品
標
準
成
分
表
2
0
1
5
年
版
（
七
訂
）」
対
応

簡
単
操
作
で
活
用
で
き
る
多
機
能
栄
養
計
算
ソ
フ
ト

・「
ア
ミ
ノ
酸
成
分
表
編
」「
脂
肪
酸
成
分
表
編
」
に
加
え
「
炭
水
化
物
成

分
表
編
」
に
も
新
た
に
対
応
。

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
生
栄
養
素
バ
ラ
ン
ス
を
成
績
表
に
表
示
。

・
複
数
日
献
立
の
栄
養
給
与
量
平
均
の
計
算
・
表
示
が
可
能
。

・
外
食
に
も
対
応
で
き
る
充
実
の
料
理
デ
ー
タ
（
約
800
種
類
）。

エ
ク
セ
ル
栄
養
君Ver.8

オ
プ
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト

食
物
摂
取
頻
度
調
査F

F
Q
g
V
er.5

制
作
・
著
作

吉
村
幸
雄
・
高
橋
啓
子

本
体
価
格
6
0
0
0
円

10
月
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
発
売
予
定

残残
暑暑
おお
見見
舞舞

申申
しし
上上
げげ
まま
すす

総
社
市

備
中
国
分
寺
と
ひ
ま
わ
り
畑

2016年（平成28年）9月1日建 帛 社 だ よ り 「土 筆」第104号（１）



� � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � � ��
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�





























��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������
��������

食食食食食食食食食食食食食食食食食食
品品品品品品品品品品品品品品品品品品
成成成成成成成成成成成成成成成成成成
分分分分分分分分分分分分分分分分分分
表表表表表表表表表表表表表表表表表表
のののののののののののののののののの
分分分分分分分分分分分分分分分分分分
析析析析析析析析析析析析析析析析析析
法法法法法法法法法法法法法法法法法法

安安

井井

明明

美美

医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療
のののののののののののののののののののの
必必必必必必必必必必必必必必必必必必必必
要要要要要要要要要要要要要要要要要要要要
なななななななななななななななななななな
子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
もももももももももももももももももももも
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
とととととととととととととととととととと

ここここここここここここここここここここ
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののの
医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
へへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ
のののののののののののののののののののの

期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期
待待待待待待待待待待待待待待待待待待待待

及

川

郁

子

日
本
食
品
標
準
成
分
表
の
改

訂
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
時
点

で
最
適
と
考
え
ら
れ
る
前
処
理

法
・
測
定
法
を
採
用
し
て
、
基

礎
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
い
る
。

分
析
値
は
、
食
品
成
分
表
の

収
載
値
の
基
に
な
る
情
報
で
あ

る
の
で
、
信
頼
で
き
る
分
析
法

の
採
用
と
分
析
値
の
信
頼
性
確

保
は
必
須
と
な
る
。
食
品
分
析

は
、
対
象
食
品
、
対
象
成
分
お

よ
び
測
定
法
の
組
み
合
わ
せ
で

実
施
さ
れ
、
方
法
の
妥
当
性
確

認
が
要
求
さ
れ
る
。
分
析
法
の

妥
当
性
確
認
は
、
試
験
室
間
共

同
試
験
に
よ
る
も
の
が
最
も
信

頼
性
が
高
い
が
、
単
一
試
験
室

に
よ
る
も
の
も
有
効
で
あ
る
。

食
品
成
分
表
の
作
製
に
お
い

て
、
新
規
成
分
の
測
定
に
当

た
っ
て
は
、
分
析
を
依
頼
す
る

機
関
に
、
使
用
す
る
測
定
法
に

つ
い
て
、
食
品
群
ご
と
に
代
表

的
な
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
の
食
品
を

選
定
し
て
、
単
一
試
験
室
に
よ

る
妥
当
性
確
認
ま
た
は
検
証
と

し
て
、
繰
り
返
し
分
析
（
七
回
）

に
よ
る
併
行
（
あ
る
い
は
中
間
）

精
度
、
定
量
限
界
、
検
出
限

界
、
検
量
線
の
直
線
範
囲
（
定

量
に
検
量
線
法
を
用
い
る
場

合
）
お
よ
び
添
加
回
収
試
験
の

実
施
と
結
果
の
報
告
、
内
部
質

管
理
と
参
加
し
た
技
能
試
験
の

結
果
報
告
を
要
求
し
て
い
る
。

二
〇
一
五
年
十
二
月
に
『
日

本
食
品
標
準
成
分
表
二
〇
一
五

年
版
（
七
訂
）』、『
同
・
ア
ミ

ノ
酸
成
分
表
編
』、『
同
・
脂
肪

酸
成
分
表
編
』
お
よ
び
新
た
に

『
同
・
炭
水
化
物
成
分
表
編
』

が
公
表
さ
れ
、『
炭
水
化
物
成
分

表
編
』
に
は
、
新
た
に
測
定
さ

れ
た
「
利
用
可
能
炭
水
化
物
」、

「
糖
ア
ル
コ
ー
ル
」
お
よ
び
「
有

機
酸
」
が
収
載
さ
れ
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
こ
れ
ら
の
測

定
法
に
つ
い
て
、
従
来
の
分
析

マ
ニ
ュ
ア
ル
、『
日
本
食
品
標

準
成
分
表
二
〇
一
〇
』
お
よ
び

『
日
本
食
品
標
準
成
分
表
準
拠

ア
ミ
ノ
酸
成
分
表
二
〇
一
〇
』

に
収
載
の
分
析
法
に
加
筆
・
修

正
を
行
い
、
さ
ら
に
同
等
の
分

析
性
能
を
有
す
る
方
法
（
全
窒

素
定
量
法
の
燃
焼
法
、
ミ
ネ
ラ

ル
分
析
の
誘
導
結
合
プ
ラ
ズ
マ

発
光
分
析
法
等
）
を
追
加
し
て

ま
と
め
た
も
の
を
、
食
品
成
分

委
員
会
資
料
『
日
本
食
品
標
準

成
分
表
二
〇
一
五
年
版
（
七

訂
）
分
析
マ
ニ
ュ
ア
ル
』
と
し

て
公
表
し
た
。
測
定
法
の
概
要

は
『
日
本
食
品
標
準
成
分
表
二

〇
一
五
年
版
（
七
訂
）』
の
第

一
章
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

食
品
の
成
分
測
定
で
は
、
試

料
の
は
か
り
と
り
時
に
水
分
測

定
も
並
行
し
て
行
っ
て
い
る
。

水
分
が
異
な
れ
ば
、
乾
質
量
当

た
り
の
成
分
量
は
異
な
っ
て
く

る
の
で
、
成
分
表
で
は
、
複
数

の
測
定
値
は
乾
質
量
当
た
り
に

換
算
し
た
う
え
で
平
均
値
を
求

め
、
収
載
す
る
水
分
値
で
換
算

し
直
す
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
文
部
科
学
省
資
源
室

で
は
、
信
頼
で
き
る
デ
ー
タ
の

収
集
の
た
め
に
、
業
界
団
体
等

か
ら
分
析
デ
ー
タ
付
き
で
収
載

依
頼
が
あ
っ
た
場
合
の
受
け
入

れ
条
件
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹

介
し
て
い
る
。

な
お
、
分
析
法
は
機
器
分
析

の
進
展
に
伴
っ
て
日
進
月
歩
で

あ
り
、
利
用
者
に
あ
っ
て
は
、

コ
ー
デ
ッ
ク
ス
食
品
委
員
会
の

ク
ラ
イ
テ
リ
ア
・
ア
プ
ロ
ー
チ

の
考
え
方
で
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に

記
載
の
方
法
と
比
較
し
て
同
等

以
上
の
性
能
を
も
つ
（
同
様
の

信
頼
性
の
あ
る
デ
ー
タ
を
出
せ

る
）
方
法
を
使
用
す
る
こ
と
も

可
能
で
あ
る
。
ク
ラ
イ
テ
リ

ア
・
ア
プ
ロ
ー
チ
と
は
、「
分

析
法
の
選
択
性
、
精
度
、
真
度

（
回
収
率
）、
定
量
限
界
、
検
出

限
界
、
検
量
線
の
直
線
性
な

ど
、
設
定
し
た
一
定
の
性
能
基

準
（
ク
ラ
イ
テ
リ
ア
）
を
満
た

す
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
方
法
で

あ
れ
ば
分
析
者
が
選
択
し
て
使

用
で
き
る
」
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
。

（
国
立
研
究
開
発
法
人
農
業
・

食
品
産
業
技
術
総
合
研
究
機
構

食
品
研
究
部
門
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

小
児
医
療
の
進
歩
を
背
景
と

し
て
多
く
の
命
が
救
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
日
本
は
乳
児
死
亡

率
世
界
最
低
の
健
康
国
で
あ

る
。
し
か
し
、
多
く
の
命
が
救

わ
れ
る
一
方
で
、
新
生
児
集
中

治
療
室
を
退
院
後
も
人
工
呼
吸

器
や
気
管
切
開
、
胃
ろ
う
、
酸

素
療
法
な
ど
の
医
療
的
ケ
ア

（
治
療
で
は
な
く
生
活
行
為
の

一
部
と
し
て
行
わ
れ
る
）
を
必

要
と
す
る
、
ま
た
慢
性
的
な
疾

病
や
障
害
を
も
ち
な
が
ら
育

ち
、
大
人
に
な
っ
て
い
く
子
ど

も
た
ち
が
増
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
地
域
社
会
は
、
決
し
て

居
心
地
の
よ
い
場
所
で
は
な
い
。

こ
と
に
医
療
的
ケ
ア
の
必
要
な

子
ど
も
た
ち
は
、
通
常
の
保
育

所
や
幼
稚
園
で
の
集
団
生
活
を

希
望
し
て
も
受
け
入
れ
て
も
ら

う
こ
と
が
困
難
な
状
況
が
多
い
。

管
理
が
難
し
い
、
も
し
も
の
と

き
に
対
処
で
き
な
い
、
一
人
だ

け
特
別
扱
い
で
き
な
い
等
々
。

保
護
者
の
付
き
添
い
を
条
件

に
何
と
か
受
け
入
れ
て
く
れ
る

施
設
も
あ
る
。
ま
た
、
自
宅
で

内
服
や
自
己
注
射
な
ど
行
い
な

が
ら
、
周
囲
に
は
病
気
と
気
づ

か
れ
ず
に
（
ま
た
は
、
気
づ
か

れ
な
い
よ
う
に
）、
通
園
・
通
学

し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
も
い
る
。

今
般
成
立
し
た
「
障
害
者
の

日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総

合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律

及
び
児
童
福
祉
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
」（
平
成
二
十
八
年

六
月
三
日
公
布
）
に
よ
る
と
、

日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
医
療

を
要
す
る
状
態
に
あ
る
障
害
児

（「
医
療
的
ケ
ア
児
」
と
し
て
い

る
）
の
支
援
に
関
し
て
、
関
係

機
関
の
連
携
体
制
の
構
築
と
実

効
性
の
あ
る
取
り
組
み
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
そ
の
中
で

は
、
保
育
機
関
に
も
触
れ
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に
基
づ

く
基
本
指
針
を
踏
ま
え
、「
障

害
、
疾
病
な
ど
社
会
的
な
支
援

の
必
要
性
が
高
い
子
ど
も
や
そ

の
家
族
を
含
め
、
す
べ
て
の
子

ど
も
や
子
育
て
家
庭
を
対
象
と

し
、
一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
の

健
や
か
な
育
ち
を
等
し
く
保
障

す
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
、
保

育
所
等
、
幼
稚
園
、
認
定
こ
ど

も
園
に
お
い
て
も
、
医
療
的
ケ

ア
児
の
ニ
ー
ズ
を
受
け
止
め
、

対
応
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

医
療
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
子
ど
も
同
士
の
触
れ
合
い

の
中
で
体
験
す
る
、
楽
し
い
こ

と
や
嫌
な
こ
と
も
含
め
た
す
べ

て
が
生
き
る
力
と
な
り
、
そ
の

子
な
り
の
心
理
・
社
会
的
自
立

に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
欧
米
で

は
、
病
気
や
障
害
の
あ
る
子
ど

も
た
ち
を
「
特
別
な
ニ
ー
ズ
を

も
つ
子
ど
も
た
ち
」
と
し
て
、

診
断
さ
れ
た
と
き
か
ら
将
来
を

見
据
え
て
自
立
に
向
け
た
支
援

を
始
め
て
お
り
、
三
歳
頃
の
集

団
生
活
が
最
初
の
ス
テ
ッ
プ
と

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
子
ど
も
た
ち
の

保
育
で
は
、
そ
の
分
野
に
お
い

て
一
定
の
知
識
や
技
術
を
有
し

た
者
が
必
要
で
あ
り
、
支
援
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
図
る
こ
と

が
先
の
法
改
正
の
中
で
も
示
さ

れ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
医
療
保

育
の
出
番
で
あ
る
。
保
育
を
専

門
基
盤
と
し
、
医
療
の
知
識
を

備
え
た
保
育
職
が
中
心
と
な
っ

て
、
近
い
将
来
、
医
療
現
場
で

の
経
験
を
生
か
し
、
保
育
所
や

幼
稚
園
等
で
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
要
と
な
っ
て
活
躍

す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
医

療
を
要
す
る
子
ど
も
た
ち
は
着

実
に
増
え
て
お
り
、
担
い
手
の

育
成
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
と

な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

（
東
京
家
政
大
学
・短

期
大
学
部
教
授
）

大
学
の
教
員
養
成
学
部
で
、
小
学
校

図
画
工
作
科
や
中
学
校
美
術
科
の
教
育

法
の
講
義
を
担
当
す
る
一
方
で
、
大
学

の
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
、
地
域
の
学

校
や
社
会
教
育
施
設
で
二
十
年
近
く
出

前
授
業
を
積
極
的
に
し
て
き
ま
し
た
。

美
術
と
い
う
と
静
か
な
ア
ト
リ
エ
で
一

人
だ
け
で
黙
々
と
制
作
を
す
る
印
象
が

あ
り
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な
人
び
と
と

交
流
を
し
て
表
現
や
鑑
賞
の
活
動
を
す

る
こ
と
か
ら
、
美
術
の
も
つ
社
会
的
な

役
割
に
着
目
し
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
活
動
の
一
環
と
し
て
、

東
日
本
大
震
災
の
後
「
リ
レ
ー
版
画
」

と
「
カ
ラ
フ
ル
パ
ラ
ソ
ル
」
と
い
う
造

形
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
画
し
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。「
リ
レ
ー
版
画
」
で
は
、

幅
一
メ
ー
ト
ル
、
長
さ
五
十
メ
ー
ト
ル

余
り
の
ロ
ー
ル
和
紙
に
、
一
人
ひ
と
り

手
づ
く
り
の
紙
版
画
を
刷
り
ま
す
。
リ

レ
ー
の
バ
ト
ン
の
よ
う
に
版
画
を
つ
な

い
で
い
く
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
共

同
作
品
に
な
り
ま
す
。
材
料
や
用
具
を

準
備
し
て
岐
阜
・
愛
知
・
福
島
・
宮

城
・
徳
島
・
大
阪
を
は
じ
め
全
国
を
訪

問
し
ま
し
た
。
初
対
面
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
図
案
を
考
え
る
、
版
を
つ
く
る
、

ロ
ー
ラ
ー
で
イ
ン
ク
を
つ
け
て
刷
る
と

い
っ
た
二
時
間
程
の
活
動
に
よ
っ
て
す

ぐ
に
う
ち
と
け
、
子
ど
も
た
ち
相
互
の

交
流
や
協
力
も
深
ま
り
ま
し
た
。
広
い

体
育
館
や
廊
下
が
版
画
作
品
で
い
っ
ぱ

い
に
な
り
、
そ
の
光
景
は
見
事
で
す
。

各
地
で
制
作
し
た
版
画
を
刷
っ
た
ロ
ー

ル
和
紙
を
す
べ
て
並
べ
る
と
長
さ
一
キ

ロ
の
作
品
に
な
り
ま
す
。
六
百
人
以
上

の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
ま
し
た
。
一

人
ひ
と
り
が
個
性
を
発
揮
す
る
こ
と
、

社
会
全
体
が
つ
な
が
り
協
力
し
合
う
こ

と
の
大
切
さ
を
、
紙
版
画
の
共
同
制
作

を
通
し
て
学
び
ま
し
た
。

リ
レ
ー
版
画
で
出
会
っ
た
全
国
の
子

ど
も
た
ち
と
の
再
会
の
た
め
に
始
め
た

「
カ
ラ
フ
ル
パ
ラ
ソ
ル
」
は
、
透
明
の

ビ
ニ
ー
ル
傘
に
カ
ラ
ー
の
油
性
ペ
ン
で

絵
や
模
様
を
描
い
て
、
並
べ
て
飾
る
も

の
で
す
。
五
百
本
の
傘
を
制
作
し
ま
し

た
。
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
に
恵
ま
れ
た

愛
知
県
の
飛
島
小
・
中
学
校
で
は
、
カ

ラ
フ
ル
パ
ラ
ソ
ル
を
学
校
中
に
並
べ

て
、「
学
校
美
術
館
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
こ
の
学
校
を
美
術
館
の
よ
う
に
し

よ
う
と
い
う
趣
旨
の
「
学
校
美
術
館
」

は
、
そ
の
後
、
他
校
に
も
広
が
り
、
多

く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
展
示
や
鑑

賞
教
室
の
開
催
が
、
毎
年
い
く
つ
か
の

学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

画
面
が
透
明
で
丸
い
カ
ラ
フ
ル
パ
ラ

ソ
ル
は
、
回
転
さ
せ
る
と
動
画
の
よ
う

で
す
。
光
に
よ
っ
て
色
や
図
案
が
周
り

に
美
し
く
映
し
出
さ
れ
ま
す
。
特
に
福

島
県
い
わ
き
市
を
訪
れ
た
際
に
は
、
子

ど
も
た
ち
が
カ
ラ
フ
ル
パ
ラ
ソ
ル
に
太

陽
の
光
を
透
か
し
て
、
地
面
や
校
舎
を

虹
色
に
飾
り
笑
顔
で
楽
し
ん
で
い
る
光

景
を
見
て
感
動
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は

震
災
直
後
か
ら
、
野
外
で
遊
ぶ
子
ど
も

た
ち
の
姿
は
、
当
た
り
前
で
は
な
く

な
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

大
学
で
の
教
育
研
究
に
加
え
、
授
業

者
や
実
践
者
と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
中

に
飛
び
込
ん
で
み
て
、
美
術
に
よ
っ
て

癒
さ
れ
元
気
に
な
る
こ
と
、
み
ん
な
で

造
形
活
動
を
す
る
こ
と
で
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
が
で
き
る
こ
と
を
確
か
め
て

き
ま
し
た
。
教
育
実
践
は
楽
し
く
、奥
が

深
い
も
の
で
あ
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

（
岐
阜
大
学
教
授
）

新

刊

教

科

書
（
表
示
は
本
体
価
格〈
税
別
〉）

カ
レ
ン
ト
管
理
栄
養
士
養
成
シ
リ
ー
ズ

社
会
・
環
境
と
健
康：

公
衆
衛
生
学〔
第
2
版
〕
北
田
善
三
・
須
崎

尚

編
著

B5
208頁
2400円

人
体
の
構
造
と
機
能

及
び
疾
病
の
成
り
立
ち
1
志
村
二
三
夫
・
石
田

均

編
著

B5
216頁
2500円

栄

養

教

育

論
杉
山
み
ち
子
・
赤
松
利
恵

桑
野
稔
子

編
著

B5
216頁
2500円

臨

床

栄

養

学
明
渡
陽
子
・
長
谷
川
輝
美

山
�
大
治

編
著

B5
356頁
3800円

公
衆
栄
養
学
〔
第
2
版
〕
由
田
克
士
・
押
野
榮
司

編
著

B5
224頁
2600円

Ｎ
ブ
ッ
ク
ス

四
訂
公
衆
衛
生
学
〔
第
2
版
〕
後
藤
政
幸
・
中
村
信
也

編
著

B5
240頁
2700円

三
訂

生

化

学
木
元
幸
一
・
後
藤

潔

編
著

B5
232頁
2600円

疾
病
の
成
り
立
ち：

臨
床
医
学〔
第
2
版
〕
田
中

明
・
加
藤
昌
彦

編
著

B5
216頁
2400円

新
版

食
品
学
Ⅰ〔
第
2
版
〕
菅
原
龍
幸

監
修

青
柳
康
夫

編
著

B5
240頁
2700円

新
版

食

品

学

Ⅱ
菅
原
龍
幸

監
修

田
所
忠
弘
・
安
井
明
美

編
著

B5
232頁
2600円

改
訂
食
品
機
能
学〔
第
3
版
〕
青
柳
康
夫

編
著

B5
192頁
2200円

三
訂

食
品
加
工
学
菅
原
龍
幸
・
宮
尾
茂
雄

編
著

B5
232頁
2600円

四
訂
応
用
栄
養
学〔
第
2
版
〕
江
澤
郁
子
・
津
田
博
子

編
著

B5
272頁
2900円

新
版
臨
床
栄
養
学〔
第
3
版
〕
田
中

明
・
加
藤
昌
彦

編
著

B5
240頁
2700円

三
訂
臨
床
栄
養
管
理〔
第
3
版
〕
渡
邉
早
苗
・
寺
本
房
子

松
崎
政
三

編
著

B5
264頁
2800円

栄

養

薬

理

学
田
中
芳
明
・
中
村

強

編

B5
192頁
2500円

マ
ス
タ
ー
栄
養
教
育
論
実
習
佐
藤
香
苗
・
杉
村
留
美
子

編
著

B5
144頁
2200円

栄
養
教
育
・
指
導
実
習
関
口
紀
子

編
著

B5
136頁
2000円

給
食
の
た
め
の

上
地
加
容
子
・
片
山
直
美

編
著

B5
144頁
2000円

基
礎
か
ら
の
献
立
作
成

―
大
量
調
理
の
基
本
か
ら
評
価
ま
で
―

臨
地
・
校
外
実
習
加
藤
昌
彦
・
續

順
子

塚
原
丘
美

編
著

B5
112頁
1800円

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
臨
地
・
校
外
実
習
長
谷
川
輝
美
・
永
井

徹

編
著

B5
152頁
2200円

看
護
学
生
の
た
め
の

車
谷
典
男
・
松
本
泉
美

編
著

B5
256頁
3100円

疫
学
・
保
健
統
計

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
入
門
高
畑
京
也
・
蔡

晃
植

齊
藤

修

編
著

B5
168頁
2200円

図
画
工
作
・
基
礎
造
形
辻

泰
秀

編
著

B5
216頁
2500円

―
美
術
教
育
の
内
容
―

シ
ー
ド
ブ
ッ
ク

太
田
光
洋

編
著

A5
160頁
1700円

保
育
・
教
育
相
談
支
援

―
子
育
ち
、
子
育
て
を
支
え
る
―

コ
ン
パ
ス

咲
間
ま
り
子

編
著

B5
144頁
1900円

保
育
内
容
総
論

幼
稚
園
・
保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園
・
児
童
福
祉
施
設
等

畠
中
義
久
・
草
間
吉
夫

編
著

B5
160頁
2000円

実
習
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

―
そ
の
理
論
と
実
際
―

福
祉
・
栄
養
・
看
護
の
た
め
の
赤
木
正
典
・
平
松
正
臣

編
著

A5
216頁
2100円

社

会

福

祉

論

美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美美
術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術術
教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教
育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
のののののののののののののののののののののののののの
実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践
をををををををををををををををををををををををををを
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
しししししししししししししししししししししししししし
てててててててててててててててててててててててててて
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
びびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびびび
とととととととととととととととととととととととととと
がががががががががががががががががががががががががが
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
なななななななななななななななななななななななななな
がががががががががががががががががががががががががが
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる

辻辻

泰泰

秀秀

日
本
食
品
標
準
成
分
表

2
0
1
5
年
版（
七
訂
）

分
析
マ
ニ
ュ
ア
ル
・
解
説

文
部
科
学
省
科
学
技
術
・
学
術
政
策
局

政
策
課
資
源
室

監
修

・
文
部
科
学
省
監
修
に
よ
り
10
年
ぶ
り
に
出
版
の
分
析
マ
ニ
ュ
ア
ル
。

・
ア
ミ
ノ
酸
、
炭
水
化
物
お
よ
び
有
機
酸
関
連
成
分
、
無
機
質

の
4
成
分
を
新
規
収
載
。

・
成
分
値
の
定
量
・
策
定
に
用
い
ら
れ
た
分
析
法
を
提
示
。

・
分
析
時
の
参
考
情
報
、
操
作
の
留
意
点
、
解
説
等
を
付
す
。

Ｂ
5
判
／
320
頁

本
体
8
0
0
0
円
＋
税

（２）第104号建 帛 社 だ よ り 「土 筆」2016年（平成28年）9月1日
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「「「「
疫疫疫疫
学学学学
」」」」
とととと
「「「「
統統統統
計計計計
学学学学
」」」」

車

谷

典

男

日
本
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
協
会
で
は
平
成
二
十
六
年
度

か
ら
従
来
の
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
資
格
に
加
え
て
、
専
門

フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
（
食

品
開
発
）
資
格
お
よ
び
専
門

フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
（
食

品
流
通
・
サ
ー
ビ
ス
）
資
格
を

認
定
し
て
い
る
。
両
資
格
と
も

フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
資
格

を
取
得
し
た
者
が
、
さ
ら
に
そ

れ
ぞ
れ
に
必
要
な
科
目
の
試
験

に
合
格
す
る
こ
と
で
取
得
で
き

る
。従

来
の
資
格
が
幅
広
い
知
識

の
確
認
に
よ
り
認
定
さ
れ
て
い

る
の
に
対
し
、
専
門
資
格
は
、

専
門
性
の
高
い
二
領
域
、「
食

品
開
発
」
と
「
食
品
流
通
・

サ
ー
ビ
ス
」
に
特
化
し
、
厳
密

な
試
験
の
実
施
に
よ
り
真
に
実

力
の
あ
る
人
材
に
資
格
を
付
与

す
る
こ
と
を
骨
子
と
し
て
創
設

さ
れ
た
。

平
成
二
十
七
年
度
の
両
資
格

の
合
格
率
は
そ
れ
ぞ
れ
一
八
・

一
％
と
二
九
・
二
％
で
あ
り
、

い
か
に
厳
し
い
認
定
試
験
で
あ

る
か
、
合
格
者
が
い
か
に
努
力

を
し
た
人
材
で
あ
る
か
を
如
実

に
示
し
て
い
る
。
食
物
に
関
係

す
る
資
格
は
非
常
に
沢
山
あ
る

が
、
そ
の
中
で
も
屈
指
の
資
格

で
あ
る
と
自
任
し
て
い
る
。

フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
資

格
認
定
試
験
の
受
験
者
数
は
、

ピ
ー
ク
で
あ
っ
た
平
成
十
七
年

の
約
七
千
五
百
名
か
ら
平
成
二

十
七
年
の
約
五
千
二
百
名
へ

と
、
徐
々
に
減
少
し
て
い
る
。

フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
資
格

は
協
会
の
認
定
を
受
け
た
養
成

校
で
指
定
の
科
目
を
履
修
し
、

卒
業
し
な
け
れ
ば
取
得
で
き
な

い
が
、
そ
の
養
成
校
が
減
少
し

て
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
少
子
化
の
た
め
短
期
大
学

を
改
組
す
る
な
ど
の
構
造
的
な

問
題
と
、
資
格
の
認
知
度
が
低

く
、
就
職
等
へ
の
貢
献
が
期
待

外
れ
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
専
門

フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
資
格

の
創
設
は
、
こ
れ
に
対
す
る
一

つ
の
解
決
策
で
も
あ
る
。

近
年
、
政
府
の
経
済
政
策
の

影
響
も
あ
り
、
就
職
難
か
ら
一

転
、
企
業
に
よ
る
人
材
確
保
競

争
が
言
わ
れ
て
き
て
い
る
。
企

業
に
と
っ
て
優
秀
な
人
材
を
確

保
す
る
指
針
は
、
将
来
を
左
右

す
る
重
要
事
項
で
あ
る
。
従
来

の
、
と
も
す
る
と
易
き
に
流
れ

た
認
定
試
験
を
厳
密
化
す
る
こ

と
で
、
自
信
を
も
っ
て
企
業
へ

送
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
人
材

を
認
定
す
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、

企
業
の
要
望
に
応
え
、
回
り
道

な
が
ら
こ
の
資
格
の
認
知
度
を

向
上
さ
せ
る
手
段
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
も
っ
と
積

極
的
に
認
知
度
の
向
上
を
図
る

方
法
は
な
い
も
の
か
と
考
え
た

場
合
、
専
門
資
格
の
認
定
を
養

成
校
出
身
者
以
外
に
も
広
げ
る

と
い
う
の
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か

と
思
案
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

食
品
会
社
に
お
け
る
フ
ー
ド
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
好
適
業
務
で
の

勤
務
経
験
を
評
価
し
、
フ
ー
ド

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
資
格
取
得
者

と
同
等
と
認
定
し
、
専
門
フ
ー

ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
資
格
認
定

試
験
の
受
験
を
認
め
る
と
い
う

も
の
だ
。

今
年
度
を
め
ど
に
必
修
全
科

目
の
教
科
書
が
作
成
さ
れ
る
予

定
で
あ
り
、
講
習
会
な
ど
の
教

育
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
、
期

待
で
き
る
人
材
の
育
成
が
可
能

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ

を
企
業
に
お
け
る
再
教
育
な
ど

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
本
資
格
の
認
知
度
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
と

思
う
わ
け
で
あ
る
。

（
日
本
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

協
会
専
門
委
員
長
・
女
子
栄
養

大
学
教
授
）

医
学
分
野
の
ほ
と
ん
ど
す
べ

て
は
、
疾
患
の
原
因
究
明
に
、

個
人
を
臓
器
、
組
織
、
細
胞
、

た
ん
ぱ
く
質
、
遺
伝
子
へ
と
細

分
化
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
疫

学
は
個
人
を
集
め
て
集
団
を
構

成
し
、
集
団
を
観
察
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
疾
患
の
原
因
を
究

明
す
る
点
で
、
同
じ
医
学
の
中

に
あ
っ
て
方
法
論
が
他
と
決
定

的
に
異
な
る
分
野
で
あ
る
。

肺
が
ん
患
者
一
人
を
い
く
ら

精
緻
に
調
べ
た
と
こ
ろ
で
、
肺

が
ん
の
原
因
の
一
つ
が
タ
バ
コ

で
あ
る
こ
と
な
ど
わ
か
り
は
し

な
い
。
肺
が
ん
患
者
の
集
団
と

非
肺
が
ん
患
者
の
集
団
と
の
喫

煙
割
合
に
差
が
あ
っ
て
、
初
め

て
わ
か
る
こ
と
で
あ
る
。

十
九
世
紀
半
ば
、
大
英
帝
国

の
首
都
ロ
ン
ド
ン
で
、
大
流
行

を
繰
り
返
す
コ
レ
ラ
な
ど
の
伝

染
病
に
対
抗
す
べ
く
、
科
学

者
、公
衆
衛
生
関
係
者
、医
師
た

ち
がLondon

Epidem
iologic

Society

を
設
立
す
る
。
細
菌

の
公
式
発
見
に
先
立
つ
こ
と
二

十
年
余
で
あ
る
。
流
行
を
意
味

す
るepidem

ic

と
、学
を
示
す

ology

か
ら
合
成
さ
れ
たepi-

dem
iology

と
い
う
学
問
が
、

こ
の
と
き
か
ら
本
格
的
に
始
ま

る
こ
と
に
な
る
。

一
方
日
本
で
は
、
明
治
維
新

を
経
て
、
ド
イ
ツ
医
学
が
次
々

と
輸
入
さ
れ
て
く
る
中
、
軍
医

総
監
で
も
あ
っ
た
森
鷗
外
が
、

Epidem
iologie

（
独
語
）
を
疫

癘
学
と
訳
し
た
。
コ
レ
ラ
な
ど

が
同
じ
く
日
本
で
も
社
会
問
題

に
な
っ
て
い
た
頃
で
、
伝
染
し

て
は
や
る
（
流
行
）
病
を
意
味

す
る
「
疫
」
と
「
癘
（
れ
い
）」

が
あ
て
ら
れ
た
。
時
代
が
下
っ

て
戦
後
、
日
本
で
初
め
て
の
専

門
書
が
発
刊
さ
れ
る
な
ど
し

て
、「
疫
学
」
が
日
本
語
訳
と

し
て
定
着
し
た
。

Epidem
iology

す
な
わ
ち
疫

学
は
、
伝
染
病
が
猛
威
を
振

る
っ
て
い
た
時
代
に
、
伝
染
病

の
流
行
の
状
況
や
様
式
、
流
行

す
る
理
由
や
予
防
行
動
、
さ
ら

に
は
病
因
そ
の
も
の
を
究
明
す

る
学
問
を
指
す
言
葉
と
し
て
、

誕
生
し
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し

て
そ
の
原
理
と
方
法
を
進
歩
さ

せ
な
が
ら
、
が
ん
の
疫
学
、
認

知
症
の
疫
学
、
何
々
の
疫
学
な

ど
と
、
多
種
多
様
な
疾
患
ま
で

研
究
対
象
を
広
げ
、
疫
学
は
今

や
極
め
て
重
要
な
医
学
分
野
の

一
つ
と
な
っ
た
。
健
康
長
寿
の

疫
学
な
ど
と
健
康
の
維
持
・
増

進
も
研
究
対
象
で
あ
る
。
ま
た

治
療
効
果
の
検
証
も
疫
学
が
受

け
も
つ
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
疫
学
と

統
計
学
は
、
全
然
違
う
学
問
体

系
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

し
ば
し
ば
混
同
さ
れ
る
。
疫
学

と
呼
ぶ
べ
き
と
こ
ろ
を
、
統
計

学
と
呼
ん
で
し
ま
う
誤
り
で
あ

る
。混

同
の
主
た
る
理
由
は
、
疫

学
が
集
団
を
対
象
と
し
て
い
る

こ
と
に
起
因
す
る
。
対
象
集
団

の
特
徴
を
説
明
す
る
た
め
に
は

統
計
量
を
用
い
る
こ
と
に
な
る
。

「
某
地
区
の
住
民
の
血
圧
の
平

均
値
は
こ
れ
こ
れ
」
と
い
っ
た

具
合
で
あ
る
。
調
整
オ
ッ
ズ
比

な
ど
疫
学
指
標
の
算
出
に
多
変

量
解
析
な
ど
も
用
い
る
こ
と
に

な
る
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る

と
、
疫
学
で
あ
っ
た
は
ず
が
、

い
つ
の
間
に
か
統
計
学
と
思
い

込
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
、
学
生

や
初
心
者
で
は
起
こ
る
。

疫
学
は
、
デ
ー
タ
を
ど
う
集

め
る
か
と
い
っ
た
調
査
計
画

（
研
究
デ
ザ
イ
ン
）
に
核
心
が

あ
る
の
に
対
し
、
少
な
く
と
も

疫
学
で
用
い
る
統
計
学
は
集
め

た
デ
ー
タ
を
ど
う
要
約
し
解
析

す
る
の
か
に
役
割
が
あ
る
。

統
計
学
と
違
い
疫
学
は
一
般

に
馴
染
み
が
薄
い
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
今
や
医
療
の
エ

ビ
デ
ン
ス
は
疫
学
で
決
定
評
価

さ
れ
る
時
代
に
な
っ
た
。
重
要

で
奥
行
き
の
深
い
学
問
で
あ

る
。（

奈
良
県
立
医
科
大
学
副
学
長
）

舎
利
子
見
よ
空
即
是
色
花
ざ
か
り

（
小
笠
原
長
生
）

ぜ
ひ
観
じ
て
�
姿
か
た
ち
の
定
か
で

な
い
も
の
（
空
）
か
ら
さ
や
か
な
も
の

へ
ん
げ

さ
か
え

（
色
）、
花
盛
り
へ
の
変
化
を
支
え
る
栄

や
し
な

の
養
い
を
。

般
若
心
経
か
ら
と
っ
た
こ
の
句
は
、

栄
養
の
本
質
を
教
え
て
く
れ
る
。
例
え

ば
稲
。
根
か
ら
水
・
無
機
窒
素
源
・
ミ

ネ
ラ
ル
、
葉
か
ら
炭
酸
ガ
ス
を
吸
収

し
、
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
て
、
炭

酸
・
窒
素
同
化
を
行
い
成
長
す
る
。
花

盛
り
と
な
り
、
実
を
結
び
、
穂
を
垂

れ
、
や
が
て
朽
ち
る
。
空
か
ら
色
、
色

か
ら
空
へ
の
変
化
が
こ
こ
に
あ
る
。

一
方
、
地
に
落
ち
た
籾
は
、
蓄
え
た

多
糖
・
た
ん
ぱ
く
質
等
を
自
ら
の
酵
素

で
分
解
し
、
姿
か
た
ち
を
失
う
が
、
生

成
し
た
単
糖
・
ア
ミ
ノ
酸
等
は
、
籾
が

発
根
・
発
芽
し
て
色
へ
と
変
化
し
、
炭

酸
・
窒
素
同
化
を
行
う
ま
で
の
栄
養
を

担
う
。

ま
た
、
食
物
と
な
る
生
物
は
み
な
、

最
終
的
に
他
者
の
自
己
化
過
程＝

消
化

に
よ
り
生
命
を
失
い
、
空
へ
と
帰
す
。

し
か
し
、
消
化
産
物
は
摂
食
者
の
体
内

に
吸
収
さ
れ
、
空
か
ら
色
へ
と
変
化
し

て
そ
の
生
存
・
活
動
を
支
え
る
。

生
命
と
は
生
物
に
共
通
な
性
質
を
抽

象
化
し
た
概
念
で
あ
る
。
す
べ
て
の
生

物
の
基
本
単
位
で
あ
る
細
胞
は
、
自
ら

の
設
計
図
と
な
る
遺
伝
子
と
そ
の
発
現

の
仕
組
み
を
も
つ
。
ゆ
え
に
、
生
物

は
、D

N
A
m
akes

RN
A
m
akes

Protein
m
akes

Cellm
akes

Life

の

流
れ
の
中
で
、
自
ら
身
体
を
つ
く
り
、

維
持
す
る
自
己
組
織
化
を
行
い
、
生

存
・
活
動
す
る
。

熱
力
学
に
よ
る
と
、
自
己
組
織
化

は
、
外
界
か
ら
得
た
物
質
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
変
換
す
る
系
が
、
老
廃
物
や
熱

を
排
出
し
つ
つ
絶
え
間
な
く
働
き
、
そ

の
系
自
体
を
つ
く
り
、
維
持
す
る
動

的
・
自
律
的
秩
序
形
成
を
行
う
物
質
系

で
達
成
さ
れ
る
。

化
学
物
質
系
で
あ
る
生
物
が
、
こ
の

原
理
に
沿
い
自
ら
身
体
を
つ
く
り
、
生

存
・
活
動
し
、
健
康
を
維
持
・
増
進
す

る
営
み
・
現
象
、
こ
れ
が
栄
養
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
栄
養
は
生
命
体
の

自
己
組
織
化
の
基
盤
で
あ
り
、
そ
の
お

か
げ
で
、
私
た
ち
は
「
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー

増
大
の
法
則
」
に
よ
る
乱
雑
・
均
一
化

（
色
↓
空
）
と
い
う
つ
れ
な
さ
に
負
け

ず
に
生
き
て
い
け
る
（
志
村：

カ
レ
ン

ト
人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
疾
病
の
成

り
立
ち
1
、
第
三
章

生
体
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
代
謝
）。
栄
養
な
く
し
て
生
命

な
し
、
こ
の
命
題
は
き
っ
と
正
し
い
。

栄
養
学
は
栄
養
素
の
発
見
・
機
能
解

明
に
よ
り
地
歩
を
固
め
た
。
さ
ら
に
、

応
用
・
実
践
の
科
学
・
技
術
と
し
て
、

人
間
の
栄
養
の
主
要
手
段
で
あ
る
食

（
独
立
栄
養
・
避
腸
栄
養
は
非
食
栄
養
。

食�

栄
養
の
必
須
条
件
）
が
健
康
の
維

持
・
増
進
に
資
す
よ
う
、
食
品
中
の
栄

養
素
の
質
と
量
を
示
し
た
食
品
成
分

表
、
摂
取
す
べ
き
栄
養
素
の
質
と
量
を

示
し
た
食
事
摂
取
基
準
等
を
つ
く
り
上

げ
た
。
こ
れ
ら
に
依
拠
す
る
栄
養
の
実

践
活
動
は
人
類
の
福
祉
に
貢
献
し
、
今

後
も
さ
ら
な
る
成
果
が
期
待
さ
れ
る
。

一
方
、
栄
養
学
は
、
今
花
盛
り
の
生

命
科
学
の
主
要
分
野
の
は
ず
が
、「
科

学
研
究
費
助
成
事
業
（
科
研
費
）
審
査

シ
ス
テ
ム
改
革
二
〇
一
八
（
報
告
）」

で
は
、
独
立
し
た
分
野
に
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
な
い
。
人
間
栄
養
学
の
重
要
性

は
論
を
ま
た
な
い
が
、
あ
く
ま
で
も
ヒ

ト
と
い
う
生
物
種
、
人
間
と
い
う
社

会
・
文
化
的
存
在
の
栄
養
の
学
問
、
い

わ
ば
特
殊
栄
養
学
で
あ
る
。「
栄
養
な

く
し
て
生
命
な
し
」
の
観
点
か
ら
の
包

括
的
科
学
・
一
般
栄
養
学
の
体
系
構
築

も
大
き
な
課
題
と
思
う
。
栄
養
の
実
践

と
科
学
に
携
わ
る
若
い
人
達
に
よ
る
栄

養
学
の
花
盛
り
を
心
か
ら
願
う
。

（
十
文
字
学
園
女
子
大
学
副
学
長
・
教
授
）

最
新
動
向
に
即
し
た
改
訂
版

管
理
栄
養
士
講
座

三
訂
公
衆
衛
生
学〔
第
2
版
〕
伊
達
ち
ぐ
さ
・
松
村
康
弘

編
著

B5
276頁
3600円

栄
養
教
育
論〔
第
2
版
〕
中
村
丁
次
・
外
山
健
二

笠
原
賀
子

編
著

B5
288頁
3800円

三
訂

臨
床
栄
養
学
Ⅰ
鈴
木

博
・
中
村
丁
次

編
著

B5
296頁
3800円

三
訂

臨
床
栄
養
学
Ⅱ
鈴
木

博
・
中
村
丁
次

編
著

B5
388頁
4500円

三
訂
健
康
・
調
理
の
科
学〔
第
3
版
〕

―
お
い
し
さ
か
ら
健
康
へ
―
和
田
淑
子
・
大
越
ひ
ろ

編
著

B5
232頁
3000円

改
訂

マ
ス
タ
ー
食
品
学
Ⅰ
小
関
正
道

編
著

B5
200頁
2600円

改
訂

マ
ス
タ
ー
食
品
学
Ⅱ
小
関
正
道

編
著

B5
184頁
2500円

改
訂

食
品
微
生
物
学
高
見
伸
治
・
山
本
勇
・
長
澤
治
子

西
瀬
弘
・
大
塚
暢
幸
・
土
居
幸
雄

共
著

A5
192頁
2100円

マ
ス
タ
ー
調
理
学〔
第
3
版
〕
西
堀
す
き
江

編
著

B5
192頁
2500円

三
訂

臨
床
栄
養
学
実
習
逸
見
幾
代
・
津
田
と
み

編
著

B5
224頁
2700円

―
栄
養
補
給
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
実
務
―

改
訂

臨
地
実
習
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
前
田
佳
予
子
・
高
岸
和
子

編
著

A4
128頁
2500円

四
訂
フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
論〔
第
3
版
〕

日
本
フ
ー
ド

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
協
会

編

A5
208頁
2000円

三
訂

食
品
の
消
費
と
流
通
日
本
フ
ー
ド

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
協
会

編

A5
168頁
1900円

三
訂

食
品
の
安
全
性
日
本
フ
ー
ド

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
協
会

編

A5
216頁
2100円

シ
ー
ド
ブ
ッ
ク

改
訂

保

育

原

理
大
沼
良
子
・
榎
沢
良
彦

編
著

A5
184頁
1800円

改
訂

保
育
者
論〔
第
2
版
〕
榎
田
二
三
子
・
大
沼
良
子

増
田
時
枝

編
著

A5
208頁
2000円

保
育
の
心
理
学
Ⅰ
・
Ⅱ〔
第
2
版
〕
本
郷
一
夫

編
著

A5
240頁
2200円

保
育
内
容
総
論〔
第
3
版
〕
入
江
礼
子
・
榎
沢
良
彦

編
著

A5
200頁
1800円

乳
児
保
育〔
第
4
版
〕

―
科
学
的
観
察
力
と
優
し
い
心
―
川
原
佐
公
・
古
𣘺
紗
人
子

編
著

A5
200頁
1900円

新
現
代
保
育
原
理〔
第
2
版
〕
柏
原
栄
子
・
渡
辺
の
ゆ
り

編
著

A5
256頁
2400円

改
訂
な
ぜ
か
ら
は
じ
め
る
保
育
原
理
池
田
隆
英
・
上
田
敏
丈

楠
本
恭
之
・
中
原
朋
生

編
著

B5
152頁
1900円

子
ど
も
の
養
護〔
第
3
版
〕
松
本
峰
雄

編
著

A5
208頁
2000円

―
社
会
的
養
護
の
原
理
と
内
容
―

改
訂

保
育
者
論
〔
第
3
版
〕
民
秋

言

編
著

A5
184頁
2000円

改
訂
セ
ミ
ナ
ー
子
ど
も
の
食
と
栄
養
上
原
誉
志
夫
・
根
岸
由
紀
子

編
著

B5
224頁
2600円

保
育
者
が
学
ぶ

植
木
信
一

編
著

A5
184頁
1800円

家
庭
支
援
論
〔
第
2
版
〕

演
習

保
育
内
容
総
論〔
第
2
版
〕
金
澤
妙
子
・
佐
伯
一
弥

編
著

A5
160頁
1400円

教
育
・
保
育
・
施
設
実
習
テ
キ
ス
ト〔
第
3
版
〕

二
階
堂
邦
子

編
著

B5
176頁
2100円

栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄栄
養養養養養養養養養養養養養養
なななななななななななななな
くくくくくくくくくくくくくく
しししししししししししししし
てててててててててててててて
生生生生生生生生生生生生生生
命命命命命命命命命命命命命命
なななななななななななななな
しししししししししししししし
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志志

村村

二二
三三
夫夫

管
理
栄
養
士
国
家
試
験
ｅ
―

ラ
ー
ニ
ン
グ

▼
国
家
試
験
の
過
去
問
題
、
解
答
・
解
説
を
収
載
し
たW

eb

シ
ス
テ
ム

▼
過
去
問
対
策
か
ら
成
績
管
理
ま
で
、
国
家
試
験
対
策
を
完
全
サ
ポ
ー
ト

〈
個
人
用
プ
ラ
ン
〉
5
0
0
0
円+

税
（
3
年
間
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
）

〈
学
校
用
プ
ラ
ン
〉
1
Ｉ
Ｄ
3
0
0
0
円+

税
（
1
年
間
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
）

個
人
用
プ
ラ
ン
（
学
生
用
サ
イ
ト
）
の
主
な
機
能

○
模
擬
試
験
・
分
野
別
・
ラ
ン
ダ
ム
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
式
で
学
習
。

○
科
目
ご
と
、
試
験
ご
と
の
成
績
管
理
機
能
。

学
校
用
プ
ラ
ン
（
教
員
用
サ
イ
ト
）
の
主
な
機
能

○
学
生
の
利
用
状
況
、成
績
を
一
括
管
理
。成
績
の
比
較
・
分
析
も
可
能
。

○
小
テ
ス
ト
作
成
機
能
。作
成
し
た
小
テ
ス
ト
は
学
生
用
サ
イ
ト
に
更
新
。

弊
社
Ｈ
Ｐ
よ
り
無
料
デ
モ
版
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

2016年（平成28年）9月1日建 帛 社 だ よ り 「土 筆」第104号（３）
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地地地地
域域域域
にににに
おおおお
けけけけ
るるるる

言言言言
語語語語
聴聴聴聴
覚覚覚覚
士士士士
のののの
役役役役
割割割割

立立

石石

雅雅

子子

保保保保保保保保保保保保保保保保
育育育育育育育育育育育育育育育育
ソソソソソソソソソソソソソソソソ
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シシシシシシシシシシシシシシシシ
ャャャャャャャャャャャャャャャャ
ルルルルルルルルルルルルルルルル
ワワワワワワワワワワワワワワワワ
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クククククククククククククククク
のののののののののののののののの

実実実実実実実実実実実実実実実実
現現現現現現現現現現現現現現現現
性性性性性性性性性性性性性性性性

熊熊

坂坂

聡聡

日
本
社
会
で
は
「
超
」
高
齢

化
が
進
行
し
て
い
る
。
厚
生
労

働
省
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
合
計

特
殊
出
生
率
は
一
・
五
を
割
り

込
ん
で
以
降
横
ば
い
で
あ
り
、

出
生
数
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、

二
〇
一
〇
年
に
約
一
億
二
八
〇

六
万
人
だ
っ
た
総
人
口
は
、
す

で
に
減
少
に
転
じ
て
お
り
、
二

〇
六
〇
年
に
は
八
六
七
四
万
人

と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
二

〇
一
〇
年
に
は
総
人
口
の
六

三
・
八
％
を
占
め
て
い
た
生
産

年
齢
人
口
（
十
五
歳
以
上
六
十

五
歳
未
満
の
人
口
層
）
の
割
合

も
減
少
し
て
お
り
、
二
〇
六
〇

年
に
は
五
〇
・
九
％
に
ま
で
減

少
す
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

一
方
で
、
二
〇
一
〇
年
に
は

二
三
％
で
あ
っ
た
高
齢
化
率

（
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
が

全
人
口
に
占
め
る
割
合
）
は
、

二
〇
六
〇
年
に
は
三
九
・
九
％

に
達
す
る
、
す
な
わ
ち
二
・
五

人
に
一
人
は
六
十
五
歳
以
上
、

と
い
う
状
況
に
な
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
推

計
値
か
ら
見
え
て
く
る
の
は
、

高
齢
者
を
少
な
い
人
数
で
支
え

る
社
会
が
確
実
に
訪
れ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
健
康
な
高
齢
者
ば
か
り

で
は
な
く
、
日
常
生
活
自
立
度

Ⅱ
以
上
の
認
知
症
高
齢
者
数
も

二
〇
二
〇
年
に
は
四
一
〇
万
人

（
六
十
五
歳
以
上
の
人
口
の
お

よ
そ
一
一
・
三
％
）
に
上
る
と

さ
れ
る
。

高
齢
者
も
障
害
の
あ
る
人
も

可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続

け
ら
れ
る
よ
う
な
、
地
域
の
包

括
的
な
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
提
供

体
制
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
導
入
の
背
景
に
は
、
前
述
の

よ
う
な
日
本
の
社
会
情
勢
が
あ

る
。こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、医
療

と
介
護
、
そ
し
て
生
活
支
援
、

介
護
予
防
の
間
で
の
緊
密
な
連

携
と
、
ま
た
健
康
な
高
齢
者
が

支
え
る
側
に
回
っ
て
活
躍
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
担
う
職
種
の
一
つ
で
あ
る

言
語
聴
覚
士
が
、
地
域
に
お
い

て
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え

て
み
る
。
一
つ
は
失
語
症
な
ど

の
要
介
護
支
援
者
へ
の
支
援
で

あ
る
。
在
宅
の
失
語
症
者
か
ら

は
「
障
害
に
対
す
る
周
囲
の
理

解
が
進
ん
で
い
な
い
た
め
、
失

語
症
者
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど

に
居
場
所
を
求
め
に
く
い
」「
長

期
に
わ
た
る
改
善
が
期
待
で
き

る
場
合
や
機
能
維
持
の
た
め
の

言
語
聴
覚
療
法
が
十
分
に
受
け

ら
れ
な
い
」「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
機
会
が
乏
し
く
社
会

的
引
き
こ
も
り
に
陥
っ
て
い

る
」
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
言
語
聴
覚
療
法
の
提
供

だ
け
で
な
く
、
支
援
者
の
育
成

や
啓
発
活
動
も
必
要
で
あ
る
。

二
つ
目
は
高
齢
に
な
る
ほ
ど

男
女
と
も
に
増
加
す
る
難
聴
へ

の
対
応
で
あ
る
。
後
期
高
齢
者

の
七
〇
％
近
く
が
発
症
し
て
お

り
、
こ
れ
ら
の
方
々
へ
の
聞
こ

え
の
確
保
は
、
主
と
し
て
言
語

聴
覚
士
が
対
応
す
べ
き
領
域
で

あ
る
。

三
つ
目
は
認
知
症
へ
の
対
応

で
あ
る
。
軽
度
認
知
障
害
（
Ｍ

Ｃ
Ｉ
）
の
段
階
で
適
切
な
評
価

を
行
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
支
援
や
認
知
機
能
へ
の
刺
激

を
継
続
す
る
と
、
症
状
が
改
善

し
、
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が

で
き
た
と
の
報
告
が
あ
る
。

四
つ
目
は
摂
食
・
嚥
下
障
害

へ
の
対
応
で
あ
る
。
口
腔
・
嚥

下
機
能
の
改
善
は
、
口
か
ら
食

べ
る
楽
し
み
の
支
援
を
充
実
さ

せ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
栄
養
障

害
の
改
善
や
肺
炎
の
予
防
、
さ

ら
に
は
高
齢
者
の
健
康
寿
命
を

延
ば
す
効
果
も
期
待
で
き
る
。

現
在
、
言
語
聴
覚
士
の
約
七

〇
％
は
医
療
の
現
場
に
お
り
、

介
護
保
険
の
領
域
に
は
ま
だ
約

九
％
と
い
う
現
状
で
あ
る
。
地

域
に
お
け
る
言
語
聴
覚
士
の
役

割
を
適
切
に
果
た
す
た
め
に

は
、
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
介
護

の
領
域
に
さ
ら
に
言
語
聴
覚
士

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。（

目
白
大
学
教
授
）

保
育
士
・
教
員
養
成
を
行
う

学
科
で
さ
さ
や
か
に
社
会
福
祉

士
養
成
を
担
当
す
る
者
と
し

て
、
保
育
所
と
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら

れ
る
。

社
会
福
祉
士
の
資
格
を
取
得

し
て
保
育
所
の
保
育
士
に
な
っ

た
ば
か
り
の
卒
業
生
が
研
究
室

を
訪
ね
て
き
て
、「
保
育
所
で

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
は
で
き
ま

せ
ん
」
と
言
い
放
っ
た
。
数
年

後
、
そ
の
卒
業
生
が
再
び
訪
ね

て
き
て
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

が
必
要
で
す
」
と
振
り
返
っ

た
。実

習
巡
回
す
る
と
、
保
育
所

に
問
題
を
抱
え
た
家
族
が
い
る

こ
と
を
よ
く
耳
に
す
る
。
今
年

六
月
に
、
実
習
巡
回
で
伺
っ
た

保
育
所
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

の
必
要
性
を
話
す
と
、
担
当
の

保
育
士
が
「
そ
れ
を
学
ば
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い

る
」
と
身
を
乗
り
出
し
て
き

た
。
保
育
所
に
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
の
機
能
発
揮
が
求
め
ら

れ
る
社
会
状
況
な
の
だ
と
思

う
。こ

れ
ら
の
状
況
に
対
し
て
、

国
は
保
育
士
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
の
改
正
を
重
ね
て
い
る
。

「
社
会
福
祉
」「
家
庭
支
援
論
」

「
相
談
援
助
」「
保
育
相
談
支

援
」「
保
育
者
論
」
と
い
っ
た

科
目
が
整
え
ら
れ
て
い
く
中

で
、
保
育
と
相
談
援
助
技
術
の

統
合
を
図
り
、
高
い
専
門
性
を

習
得
し
て
い
く
こ
と
が
保
育
士

に
期
待
さ
れ
て
い
る
と
読
み
取

る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
「
相

談
援
助
」
の
内
容
と
し
て
「
保

育
と
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
」
と

い
う
項
目
が
あ
り
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
を
基
盤
と
し
た
相
談

援
助
の
必
要
性
が
強
調
さ
れ
て

い
る
。

平
成
二
十
八
年
三
月
に
社
会

保
障
審
議
会
児
童
部
会
か
ら
出

さ
れ
た
「
新
た
な
子
ど
も
家
庭

福
祉
の
あ
り
方
に
関
す
る
専
門

委
員
会
報
告
（
提
言
）」
の
中

で
、
そ
の
見
直
し
の
要
点
と
し

て
、「
家
庭
へ
の
支
援
を
必
要

と
す
る
子
ど
も
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
保
育
所
に
お
け

る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
機
能
の

強
化
や
地
域
と
の
連
携
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
保
育
所
に
お
け
る

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
機
能
の
必

要
性
が
一
段
と
強
調
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
実
現
可
能
性

は
ど
う
な
の
で
あ
ろ
う
。
子
ど

も
の
ケ
ア
に
追
わ
れ
る
保
育
士

の
現
状
か
ら
、
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
を
基
盤
と
し
た
相
談
援

助
の
実
現
に
は
疑
問
を
も
た
ざ

る
を
得
な
い
。
現
状
は
、
若
い

保
育
士
た
ち
に
そ
の
役
割
を
つ

き
つ
け
て
い
る
だ
け
で
、
具
体

的
な
実
践
の
あ
り
方
の
確
立
、

そ
の
た
め
の
環
境
整
備
は
、
あ

ま
り
な
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に

思
う
。
し
か
も
、
保
育
士
不

足
、
多
様
な
問
題
を
抱
え
る
家

族
の
増
大
、
保
育
士
の
在
職
年

数
の
短
さ
に
よ
る
熟
練
保
育
士

の
不
足
な
ど
、
保
育
所
の
置
か

れ
て
い
る
現
状
は
厳
し
い
。

保
育
に
お
け
る
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
の
あ
り
方
を
真
正
面
か

ら
取
り
上
げ
た
著
書
も
出
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
著
書

に
お
い
て
保
育
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
の
理
論
化
を
試
み
て
は

い
る
も
の
の
、
保
育
所
で
ど
の

よ
う
に
そ
の
機
能
を
発
揮
す
れ

ば
よ
い
の
か
は
、
十
分
に
論
述

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。

保
育
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の

実
現
性
を
担
保
す
る
に
は
、
単

に
保
育
士
の
役
割
を
明
確
化
す

る
だ
け
で
な
く
、
家
族
の
状
況

と
相
談
を
総
括
さ
せ
る
担
当
部

署
の
よ
う
な
形
を
つ
く
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま

り
、
保
育
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク

を
起
動
さ
せ
る
に
は
、
保
育
所

シ
ス
テ
ム
の
中
に
そ
の
た
め
の

仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

（
宮
城
学
院
女
子
大
学
教
授
）

私
の
専
門
は
も
と
も
と
肉
牛
の
霜
降

り
肉
の
研
究
で
、
飼
料
に
よ
り
霜
降
り

の
割
合
を
上
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
二
〇
〇
九
年
四
月
、
現
職
で
あ
る

滋
賀
県
の
長
浜
バ
イ
オ
大
学
に
着
任
し

た
際
、
最
初
に
お
話
を
頂
い
た
の
は
、

県
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
で
あ
る
近
江
牛
で
は

な
く
、
ビ
ワ
マ
ス
で
あ
り
ま
し
た
。

ビ
ワ
マ
ス
は
サ
ケ
科
に
属
す
る
琵
琶

湖
固
有
種
で
、
滋
賀
県
に
と
っ
て
重
要

な
水
産
資
源
の
一
つ
で
す
。
全
身
が
ト

ロ
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
脂
が
乗
っ
て
お

り
、
琵
琶
湖
の
中
で
も
っ
と
も
お
い
し

い
と
言
わ
れ
て
い
る
魚
で
す
。
し
か

し
、
琵
琶
湖
で
の
漁
獲
量
は
年
々
減
少

し
て
お
り
、
ま
た
産
卵
期
は
禁
漁
で
あ

る
た
め
、
年
中
食
す
こ
と
の
で
き
る
養

殖
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
天
然
の

も
の
と
比
べ
脂
の
乗
り
が
劣
る
こ
と
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
脂
を

乗
せ
る
た
め
の
飼
料
に
用
い
ら
れ
る
魚

粉
・
魚
油
の
価
格
が
、
世
界
的
な
需
要

増
か
ら
高
騰
し
て
お
り
、
安
価
で
か
つ

安
全
な
飼
料
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

魚
粉
・
魚
油
に
代
わ
る
飼
料
開
発
に

取
り
組
ん
で
い
る
の
で
す
が
、
脂
の
乗

り
は
ビ
ワ
マ
ス
の
骨
格
筋
内
の
白
色
脂

肪
組
織
量
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の

で
、
こ
れ
は
脂
肪
細
胞
中
の
脂
肪
量
の

増
加
、
つ
ま
り
脂
肪
細
胞
の
分
化
が
大

き
く
関
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
餌
に
よ
り
脂
肪
細

胞
の
分
化
を
促
進
し
脂
の
乗
り
を
高
め

る
こ
と
で
、
肉
質
の
向
上
が
期
待
で
き

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
脂
肪
細
胞
の
分
化

に
は
、
リ
ガ
ン
ド
依
存
性
の
核
内
転
写

因
子
で
あ
る
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｒ
γ
が
マ
ス
タ
ー

レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
働
い
て
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｒ
γ
の
リ
ガ
ン
ド
を
与
え
活

性
化
す
る
こ
と
に
よ
り
筋
肉
内
の
脂
肪

量
が
増
加
し
、
脂
の
乗
り
の
向
上
に
つ

な
が
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
牧
草
や
ハ
ー
ブ
、
野
菜
、

果
物
、
さ
ら
に
は
食
品
製
造
副
産
物
に

対
し
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｒ
γ
リ
ガ
ン
ド
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
を
行
い
、
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｒ
γ
を
活
性

化
さ
せ
る
飼
料
候
補
を
探
索
し
て
い
ま

す
。
こ
の
う
ち
、
あ
る
発
酵
食
品
の
製

造
副
産
物
中
に
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｒ
γ
活
性
化
能

を
見
い
出
し
ま
し
た
。
地
元
の
養
殖
業

者
の
協
力
に
よ
り
、
こ
の
飼
料
候
補
を

ビ
ワ
マ
ス
に
与
え
る
肥
育
試
験
を
行

い
、
大
学
に
お
い
て
食
味
試
験
も
行

い
、
一
定
の
評
価
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

ま
た
、
ウ
シ
で
は
筋
肉
内
に
脂
肪
が

入
る
時
期
が
わ
か
っ
て
い
る
た
め
、
そ

の
時
期
に
脂
肪
が
入
り
や
す
い
飼
料
に

切
り
替
え
効
率
よ
く
脂
を
乗
せ
て
い
ま

す
が
、
ビ
ワ
マ
ス
は
い
つ
ハ
ラ
ス
（
マ

グ
ロ
で
い
う
大
ト
ロ
）
の
部
分
に
脂
が

入
る
の
か
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
現
在
、
実
験
動
物
用
の
Ｃ
Ｔ
を
用

い
ビ
ワ
マ
ス
の
筋
肉
内
脂
肪
含
有
量
の

測
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。
経
時
的
に
ビ

ワ
マ
ス
の
ハ
ラ
ス
の
部
分
の
脂
肪
含
量

を
計
測
し
、
い
つ
頃
か
ら
ハ
ラ
ス
に
脂

肪
が
入
る
の
か
を
特
定
し
、
そ
の
期
間

に
の
み
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｒ
γ
活
性
化
能
を
有
す

る
飼
料
を
与
え
、
内
臓
脂
肪
量
や
皮
下

脂
肪
量
の
増
加
を
で
き
る
だ
け
抑
え
、

ハ
ラ
ス
の
部
分
に
の
み
よ
り
脂
の
乗
っ

た
養
殖
ビ
ワ
マ
ス
の
肥
育
を
目
指
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
食
品
製
造
副
産
物
を
飼

料
と
し
て
ビ
ワ
マ
ス
に
用
い
る
こ
と

は
、
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
う
点
に
お
い
て

現
代
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
滋
賀
県
内
の
企
業
と
共
同

し
て
飼
料
の
開
発
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
ビ
ワ
マ
ス
の
肉
質
向
上
と
同
時
に

ビ
ワ
マ
ス
を
活
用
し
た
地
産
地
消
の
循

環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
す
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
長
浜
バ
イ
オ
大
学
准
教
授
）

2
0
1
6
年
版

日
本
フ
ー
ド

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
協
会

編

A4
96頁

1100円

フ
ー
ド
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト

資
格
認
定
試
験
過
去
問
題
集

2
0
1
6
年
版

全
国
栄
養
士
養
成
施
設
協
会

編

A4
96頁

1089円

栄
養
士
実
力
認
定
試
験
過
去
問
題
集

近近

刊刊

案案

内内

（
平
成
28
年
9
月
〜
12
月
刊
行
予
定
。

予
価
税
別
本
体
価
格
。
価
格
、
頁
数

等
は
変
更
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。）

食
と
健
康
の
科
学
池
本
真
二
・
稲
山
貴
代

大
森
玲
子

編
著

B5
160頁
予価
2100円

管
理
栄
養
士
講
座

小
松
龍
史
・
外
山
健
二

朝
見
祐
也

編
著

B5
256頁
予価
3300円

三
訂

給
食
経
営
管
理
論

給
食
経
営
管
理
論
実
習
石
田
裕
美

編
著

B5
136頁
予価
2000円

研
修
医
・
医
学
生
の
た
め
の

折
茂
英
生
・
勝
川
史
憲

田
中
芳
明
・
吉
田

博

編
著

B5
170頁
予価
3000円

症
例
で
学
ぶ
栄
養
学

四
訂

栄
養
教
諭
論
金
田
雅
代

編
著

B5
240頁
予価
2500円

―
理

論

と

実

際
―

コ
ン
パ
ス

内
藤
知
美
・
新
井
美
保
子

編
著

B5
152頁
予価
2000円

保
育
内
容
言
葉

言
語
聴
覚
士
の
た
め
の

深
浦
順
一
・
内
山
千
鶴
子

編
著

B5
192頁
予価
2800円

臨
床
実
習
テ
キ
ス
ト（
小
児
編
）

言
語
聴
覚
士
の
た
め
の

深
浦
順
一
・
内
山
量
史

爲
数
哲
司

編
著

B5
240頁
予価
3000円

臨
床
実
習
テ
キ
ス
ト（
成
人
編
）

味
覚
と
食
行
動
の
サ
イ
エ
ン
ス
山
本

隆

編
著

A5
160頁
予価
2100円

―
お
い
し
く
味
わ
う
体
の
し
く
み
―

東
日
本
大
震
災

日
本
家
政
学
会
東
日
本
大
震
災

生
活
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／

石
巻
専
修
大
学
復
興
共
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

編
A5
180頁
予価
1900円

石
巻
市
に
お
け
る
復
興
へ
の
足
取
り

―
家
政
学
視
点
で
生
活
復
興
を
見
守
っ
て
―

改改
訂訂
予予
定定
教教
科科
書書

Ｎ
ブ
ッ
ク
ス

森
髙
初
惠
・
佐
藤
恵
美
子

編
著

B5
216頁
予価
2500円

調
理
科
学
〔
第
4
版
〕

管
理
栄
養
士
講
座

西
島
基
弘
・
山
本
茂
貴

編
著

B5
264頁
予価
3300円

新
版

食
品
衛
生
学〔
第
2
版
〕

栄
養
士
養
成
課
程
の
た
め
の

渡
邉
早
苗
・
山
田
和
彦

編
著

A4
104頁
予価
2000円

栄
養
学
実
験
実
習
・
演
習〔
第
3
版
〕

―
基

礎

と

応

用
―

応
用
栄
養
学
実
習
書〔
第
2
版
〕
柳
沢
幸
江
・
松
井
幾
子

編
著

B5
192頁
予価
2300円

―
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
栄
養
ケ
ア
―

改
訂

応
用
栄
養
学
実
習〔
第
2
版
〕

五
関
正
江
・
小
林
美
智
子

編
著

B5
216頁
予価
2700円

―
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
で
学
ぶ

栄
養
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
―

保
育
者
へ
の
扉〔
第
2
版
〕
澤
津
ま
り
子
・
小
暮
朋
佳

芝
崎
美
和
・
田
中
卓
也

編
著

A5
128頁
予価
1500円

子
ど
も
の
食
と
栄
養
演
習〔
第
3
版
〕
小
川
雄
二

編
著

B5
232頁
予価
2700円

学
術
機
関
向
け
電
子
書
籍
サ
ー
ビ
ス

図
書
館
・
研
究
所
な
ど
で
利
用
す
る
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

で
閲
覧
で
き
る
学
術
図
書
に
特
化
し
た
電
子
書
籍
提
供
サ
ー
ビ
ス
。

�
紀
伊
國
屋
書
店N

etLibrary

／
丸
善eB

ook
Library

教
科
教
育
百
年
史
／
造
形
教
育
事
典
／
新
食
品
分
析
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
／
食
品
保
蔵
・
流
通
技
術
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
／
調
理
科
学
実
験
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
／
日
本
人
の
生
活
／
服
飾
史
・
服
飾
美
学
関
連
論
文

要
旨
集
1
9
5
0
〜
1
9
9
8
／
服
飾
史
・
服
飾
美
学
関
連
論
文

要
旨
集
1
9
9
8
〜
2
0
0
8
／
変
動
す
る
家
族

〈
管
理
栄
養
士
講
座
シ
リ
ー
ズ

全
16
点
〉

〈
日
本
栄
養
・
食
糧
学
会
監
修
シ
リ
ー
ズ

全
14
点
〉

〈
21
世
紀
の
調
理
学
シ
リ
ー
ズ

全
7
点
〉

〈
Ｔ
Ａ
Ｃ
Ｓ
看
護
学
シ
リ
ー
ズ

全
13
点
〉

〈
言
語
聴
覚
療
法
シ
リ
ー
ズ

全
16
点
〉

〈
介
護
福
祉
士
養
成
テ
キ
ス
ト

全
17
点
〉

（
詳
し
く
は
弊
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

養養養養
殖殖殖殖
ビビビビ
ワワワワ
ママママ
スススス
のののの
脂脂脂脂
のののの
乗乗乗乗
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すすすす
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発発発発河河

内内

浩浩

行行

教
科
書
ご
採
用
検
討
の
た
め
の

見
本
が
入
用
で
し
た
ら
ご
請
求
下
さ
い
。

芳
名
・
ご
住
所
・
学
校
名
・
科
目
名
を
明
記
の
上
、
ハ
ガ
キ

で
お
申
込
み
下
さ
い
。（
ご
採
用
見
本
は
教
科
書
の
み
で
す
）

ご
勤
務
先
・
ご
所
属
等
が
変
わ
ら
れ
ま
し
た
ら
、
当
社
ま
で

お
知
ら
せ
下
さ
い
。な
お
、ご
自
宅
の
住
所
を
ご
教
示
頂
け
ま

し
た
ら
、本
紙
「
土
筆
」
を
ご
自
宅
宛
に
お
送
り
致
し
ま
す
。

tukusi@
kenpakusha.co.jp

（
個
人
情
報
は
厳
密
に
管
理
致
し
ま
す
）

（４）第104号建 帛 社 だ よ り 「土 筆」2016年（平成28年）9月1日


